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◆先月末に宮崎・鹿児島県境にある新燃岳が噴火活
動を再開して，近隣地域に不安と甚大な被害を与え
ており，一刻も早く平穏な生活に戻ることを祈願致し
ております．さて，今月号は「水戸一高のサイエンス・
パートナーシップ・プロジェクト」と題する特集記事4
編と一般記事5編による構成です．
◆ サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト（SPP）
というのは，文科省の施策の一つで，学校の児童生
徒の科学技術，理科・数学に対する興味・関心と知
的探求心等を育成することを目的として，学校等と大
学・科学館・研究所等との連携による観察，実験，
実習等の体験的な学習活動を支援するものです．本
誌643号や単発的な記事でも報告されていますが，
今回は高校生と研究者とのSPP活動ということで，そ
の詳細を紹介していただきました．お忙しい学校教育
や研究の合間をぬって，ようやく記事を書き上げてい
ただきましたので，今後の活動の参考になること，間
違いないでしょう．
◆ はじめに，提案者の一人である植木氏にSPPの概
要ならびに研究者の立場からSPPの意義を述べてい
ただき，水戸一高の青木氏からは，実際の活動や学
校教育からみたSPPの意義を紹介していただきまし
た．今回のSPP活動が，文科省のねらい以上に意義
深かったことがにじみ出ています．
◆ 続いては，実際に講義された講師の皆様からの記
事です．講師というのは，主張したいことを伝えるだ
けでなく，相手にも興味を持って内容を理解してもら
うことが重要です．山崎氏はSPPの講師としての経験
を通して，これらの課題にどう対処したら良いかの指
標を与えており，今後の参考になります．川村氏は，

地学と生物学とをリンクさせた強磁性鉱物・走磁性バ
クテリアの観察実験の模様を紹介しており，いずれも
非常に興味深い読みものです．
◆ 一般記事のはじめは，これまでも何度か掲載され
た茂野氏による電子地球科学情報の利用研究です．
温泉の化学組成と地下地質との関係を北海道の石
狩低地を例に示した，読み応えのある記事です．
◆ 地質調査総合センターでは全国をカバーすべく
種々の地質図を作成してきましたが，隣り合う5万分
の1地質図幅等でも連続性に問題があるため，統一
的解釈に基づくシームレス化の整備が行われ，昨年
一般公開されました．脇田氏はフランスの現状とあわ
せてこれを紹介していますので，記事を読んで詳し
い作業内容を理解され，是非ご利用下さい．
◆環境とエネルギー問題は現代人に課せられた大き
な問題で，原子力はその救世主として見直されつつ
ある中，川幡氏は原子核分裂反応とその関連事項に
ついて，分かり易い講義のように紹介しています．
◆ 国分氏による「大地の友，ゲーテ」は2回目で，今
回は学生から宮廷勤めに移り鉱山開発に取り組んだ
際の，自然に対するゲーテの見方が紹介されていま
す．一般に知られているゲーテとは一味違う側面を
お読み下さい．最後は，中野氏ほかがベトナムにおけ
るボーキサイト開発の情報を紹介しており，資源開発
における地域社会への公開・透明性確保の重要性を
示唆しています．
◆ 昨年の11月号（675号）p.65にある「Caesarの…略
…来た，見た，買うた」は，正しくは「Caesarの…略…
来た，見た，勝った」です．お詫びして訂正致します．
来月は最終号となります． （金井　豊）




